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生年月日 1955年 

 

[履 歴] 

 [学 歴] 

  1978年 3月 北海道大学薬学部製薬学科卒業 

  1980年 3月 北海道大学大学院薬学研究科修士課程卒業 

  1984年 3月 札幌医科大学大学院医学研究科博士課程卒業 

 [学 位]    

1980年 3月 薬学修士 (北海道大学) 

1984年 3月 医学博士 (札幌医科大学) 

 [職 歴] 

  1984年 4月 山之内製薬 中央研究所 分子生物学研究部 研究員 

  1990年 4月 Yamanouchi Research Institute in Oxford, UK 主任研究員 

1999年 8月 山之内製薬 創薬研究本部 癌・糖尿病・ウイルス研究室 室長 

2003年 4月 山之内製薬 創薬研究本部 免疫・炎症研究室 室長 

2005年 4月 アステラス製薬 研究本部炎症研究室 室長 

2009年 4月 アステラス製薬 疼痛研究室 室長 

2015年 4月 アステラス製薬 再生医療研究所 次長 

2017年 3月 アステラス製薬 定年退職 

2017年 4月 青森大学 薬学部 創薬学研究室 教授 

 [所属学会] 

   日本薬学会 

 [教育活動] 

 [担当科目] 

 薬学部：微生物学、医療薬学特論（感染症の薬物治療学）、地域と健康 II（健康食品

の有効性と安全性の検証）、創薬学概論（未充足な医療ニーズを見い出し、

その解決法を考える）、臨床検査学（感染症と癌、癌ワクチン）、      

薬学特論 II、薬学特論 IV～VII、衛生薬学実習（微生物）  

[卒業研究指導] 

  2018年 2名、  2019年 2名、  2020年 2名、  2021年 2名、 

2022年 1名、  2023年 1名、  2024年 2名、  2025年 2名 

 



[教育指導に関する特記事項] 

・教育指導においては、単に知識を提供するだけではなく、科学的好奇心を引き出し、

課題を発見する力とそれを解決する力を伸ばすことを重点において指導している。 

・「多くを問うものは、多くを学び、多くを保持する」とのもと、授業の予習を通し

て、学生自身が質問とその回答を作り、科学的好奇心に加え、「気づく力、調べる

力、考える力」を伸ばすよう指導している。 

・微生物学および医療薬学特論では、毎週、学生が 100～200の質問と回答を作成し、

それに対して、個々にフィードバックを行うと伴に、重要な質問については、講義

に反映させている（学生が理解し難いポイントを事前に抽出）。 

・地域と健康 II（3年）では、健康食品と同効の医薬品の臨床試験データを比較検討

し、  健康食品を消費者に推奨できるかどうかをプレゼンさせ、学生間で質疑応

答を行っている。 

・創薬学概論（6年）では、学生一人一人が、未充足の医療ニーズ（アンメットメデ

ィカルニーズ）を見出し、最新の創薬手法を学んだ上で、その解決策を提案させて

いる。 

・こうした頭を耕す授業を通して、将来、現場で問題解決出来る、応用力のある薬剤

師になるよう指導している。 

・科学の土台は、基本的専門用語の理解である。授業で新しく出て来た専門用語につ

いては、そのイメージを体得出来るよう、複数の具体例を通して、用語解説を行っ

ている。 

 

 

[研究活動] 

 [研究テーマ] 

1. 有効性の高い治療法がない疾患に対する新しい治療薬の検討。スキルス胃癌、  

B 型肝炎の根治療法、ユーイング肉腫、自己抗体依存的自己免疫疾患における  

自己抗体特異的除去方法について検討を行った。 

2. 抗ウイルス薬の臨床効果予測に適した PK-PDパラメーターの検討 

3. グラム陽性菌とグラム陰性菌の両方に強い殺菌作用を示す界面活性剤の探索 

4. 細菌の消毒薬感受性に、増殖フェーズの違いが影響するかどうかの検討 

5. 新型コロナウイルスの抗ウイルス薬の臨床有効性と安全性の比較検討 

6. ファブリーズおよびリセッシュのヒト培養細胞に対する細胞毒性の検討 

  

 [英文 論文及び総説] 
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【学会発表】 

1. 宮下真菜、山内麻由、田中唯斗、安孫子絢、清水保明 各種界面活性剤の表皮ブドウ球菌 

及び大腸菌に対する抗菌活性の比較 第 63回日本薬学会 東北支部大会 (2024) 

2. 山内麻由、宮下真菜、美濃拓実、安孫子絢、清水保明 細菌の増殖フェーズは消毒薬の   

感受性に影響するか？ 第 63回日本薬学会 東北支部大会 (2024) 

3. 井上咲子、石渡彩佳、小田桐正典、柿崎和也、金光兵衛、川村幸子、清水保明、中堀一弥、 

森龍生、近井宏樹 新型コロナウイルス感染症による現場の変化や現状についての調査  

青森県薬剤師会 学術大会 (2021) 

4. 川村幸子、石渡彩佳、柿崎和也、角田義明、清水保明、中堀一弥、盛尊子、森龍生、     

井上咲子 近井宏樹  『薬剤師』として考えるリフィル処方箋制度に関する調査        

青森県薬剤師会 学術大会 (2022) 



5. 角田義明、井上咲子、石渡彩佳、柿崎和也、川村幸子、清水保明、中堀一弥、藤田賀世   

盛尊子、近井宏樹 5類感染症移行後の新型コロナウイルス感染症への感染予防対策の  

現状 青森県薬剤師会 学術大会 (2023) 

6. 野村眞之、逢坂奈々、柿崎和也、角田 義明、川村幸子、神田大輔、工藤祐一、清水保明、 

中堀一弥、福田ひかる、盛尊子、山田勇、井上咲子、青木一朗 カスタマーハラスメントの実態

について 青森県薬剤師会 学術大会 (2025) 

【その他活動】 

 [公開講座、講演、セミナー] 

・身近な感染症の予防と治療（十和田市民のための「薬と健康フォーラム」2018.10.14 

・よくわかるウイルスと抗ウイルス薬の世界（薬剤師生涯教育講座）2018.11.03 

・身近な感染症の予防（しあわせあおもりに生きるセミナー）2019.9.21 

・新型コロナウイルスの感染予防（青森市生涯教育）2020.07.16 

・新型コロナウイルスを正しく知り、正しく防ぐ（十和田労働福祉会館） 2020.10.17 

・新型コロナウイルス感染症を正しく知り、正しく防ぐ（五所川原高校） 2020.12.11 

・新型コロナウイルスワクチンの有効性と安全性（青森市薬剤師会）2021.03.25 

・新型コロナウイルスワクチンの有効性と安全性 (つくば市薬剤師会) 2021.04.22  

・新型コロナウイルスワクチンの有効性と安全性（青森大学 市民大学講座）2021.05.21 

・新型コロナウイルス感染症の感染予防（青森市市民スクール） 2021.08.31 

・新型コロナウイルス感染症の感染予防（青森東高校）2021.09.16 

・抗 SARS-CoV-2薬の実力 (青森市薬剤師会) 2022.03.01 

・抗 SARS-CoV-2薬の実力（つくば市薬剤師会）2022.04.26 

・新型コロナウイルス感染症とその感染予防（青森市民スクール）2022.08.31 

・抗 SARS-CoV-2薬の実力（東京薬科大学卒後教育講座）2022.09.04 

・抗ウイルス薬の世界（青森市民大学 中央校）2022.09.14 

・抗ウイルス薬の世界（青森市民大学・大学院 北部校） 2022.09.15 

・健康食品は本当に効くの？（青森大学オープンカレッジ）2022.10.14 

・新型コロナウイルスワクチンの有効性と安全性（むつ市民大学公開講座）2022.10.20 

・抗 SARS-COV-2薬の実力（青森県薬剤師会卸部会・継続研修会）2022.11.17 

・新型コロナウイルス感染予防のウソ？ホント？（青森健康寿命延伸フェア）2022.11.20 

・健康食品って本当に効くの？（黒石市 未来塾）2022.11.27 

・新型コロナウイルス感染症（油川市民センター地域力アップ講座 2022.11.28 

・新型コロナウイルスの感染予防 (青森市民大学・大学院 西部女性校) 2022.12.14 

・健康食品と医薬品の違い（十和田市シニア大学）2023.10.31 

・健康食品と医薬品の違い（青森市市民スクール）2024.11.21 

・健康食品と医薬品の違い（むつ市民大学公開講座）2024.9.26 

・健康食品と医薬品の違い（青森市民大学・沖舘校）2024.9.13 



・高齢者の感染予防と健康寿命の延伸（青森大学・市民大学講座）2024.5.10 

・ 健康食品と医薬品の違い(むつ小川原工業地域立地企業連絡会総会講演会) 

2025.07.17 

・ウメコの知らないウイルスの世界・抗ウイルス薬の世界（青森市三師会学術講演会） 

2025.10.01 

・高齢者が注意すべき感染症とその予防（青森市市民スクール） 2025.11.06 

・ よくわかる抗ウイルス薬の世界：新型コロナウイルスに対する抗ウイルス薬の実力

（青森市民大学・北部校）2026.12.04 

・ ウイルスの世界と抗ウイルス薬の世界にようこそ（第 13回高校生科学研究コンテス

ト 講和）2026.12.07 

 

 [学内各種委員] 

 バイオセーフティ委員会 委員 (2019年４月～2026年 3月) 

 青森大学 医の倫理委員会 委員長（2020年 4月～2026年 3月） 

 新型コロナウイルス感染症対策タスクフォース 委員（2020年 2月～2023年 12月） 

 青森大学倫理委員会 委員（2023年 4月～2026年 3月） 

薬学部 倫理委員会 委員（2023年 4月～2026年 3月） 

 薬学部 学生委員会 留学生担当（2023年 4月～2026年 3月） 

 薬学部 薬学教育センター 委員（2025年 4月～2026年 3月） 

 [学外各種委員] 

 青森県立中央病院治験審査委員会 委員（2018年 4月～2026年 3月） 

 青森市健康寿命延伸会議 部会員（2021年 4月～2024年 3月） 

 青森市薬剤師会 学術委員会 委員（2019年 4月～現在） 

 青森県薬剤師会倫理委員会 委員長（2022年～現在） 


